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物理法則を組み込んだ不確実性を可視化する AIによるラボ段階の Pre-Screening

Hikaru Yamazaki物理法則（腐食反応、耐候性、劣化速度、電気化学モデル等）を組み込んだAIを用いて、ラボ試
験データから実環境での長期性能を予測し、その不確実性を定量的に可視化するPre-スクリー
ニング技術を提供するものである。
すべての材料・塗料・金属に対して 実験室の段階から、壊れる環境と材料特性による寿命など
の長期予測を行う。

1.学習データの不足・非公開性　実環境データと試験結果の紐づけが不十分であり、環境
データを考慮した予測シミュレーションが求められる。

2.予測結果への信頼性・説明性　AIブラックボックスへの抵抗や品質保証・規格対応における
説明責任が求められることが分かり、実証実験を通して証明していく必要がある。

3.現場業務への統合　既存の評価フローとワークフローへの適合性が求められる。

ヒアリングを通じて、金属などの材料および塗料開発現場においてニーズを確認することが
出来た。また、物理法則を組み込んだAIモデルを開発し、学会などで交流発表しニーズや課
題点を把握することが出来た。
今後、企業との協力関係を強化するために、実証実験による実データ収集およびモデル構
築、精度証明を行っていく予定である。
対象：塗料メーカー、材料メーカー、自動車OEM

Pre-Screening AI


